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観察期間  は39 (26) ヵ月(平均 (標準偏差）)、対象は651名（女性380名）でこのう








ところ、男性はBMI < 18.5が有意な生命予後不良因子で、調整ハザード比は3.8 (95%信
頼区間 1.9～7.9, p < 0.001）であった。これに対し、女性では低BMIは有意な死亡予測




































したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
なお、本学位授与申請者は、令和 2年 1月 10日実施の論文内容とそれに関連した
研究分野並びに学識確認のための試問を受け、合格と認められたものである。 
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